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宜野湾市上下水道局
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１．宜野湾市の概要
☆位置

那覇市より北に12Kmの地点に位置しており、

沖縄本島中南部の東シナ海に面し、北には北谷町、

東側に中城村、北東側に北中城村、南東側に西原町、

南側を浦添市と面する。

☆地勢

東西：6.1㎞ 南北：5.3㎞ 面積：19.81㎢
米軍普天間飛行場を中心にドーナツ状に市街地を形成する。

☆人口

令和２年６月に人口10万人に到達（沖縄県内５番目）
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２．上下水道事業の概要
〇水道事業

事業開始：昭和34年（1959年）

通水開始：昭和36年（1961年）

送水管総延長：5,012.23ｍ（令和３年度末）

配水管総延長：278,489.97ｍ（令和３年度末）

配水池数：６基５場（総容量14,000㎥）
普及率：100％

水道料金：3,420円税込（１月20㎥当たり）
全水量受水

（沖縄県企業局北谷浄水場）
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〇下水道事業

事業開始：昭和46年（1971年）

供用開始：昭和48年（1973年）

汚水管総延長：238,023ｍ（令和３年度末）

雨水管総延長：36,213ｍ（令和３年度末）

ポンプ場総数：４か所

人口普及率：95.9％

水洗化率：84.50％

下水道使用料：1,670円税込（１月20㎥当たり）
流域関連公共下水道

（沖縄県土木建築部宜野湾浄化センター）

長田第二配水池

宜野湾中継ポンプ場



３．包括業務委託の概要
①事業名称

宜野湾市上下水道事業包括業務委託（令和３年４月１日～令和８年３月31日）

②業務内容

料金等関連業務、水道工務関連業務、下水道工務関連業務及びその他共通業務

を包括的に委託する。

③事業者選定方法

公募型プロポーザル方式

選定委員 ６名<学識経験者、法務精通者、財務精通者、水道精通者、下水道精通者、市民代表者>

④債務負担行為設定額

2,440,600千円（消費税及び地方消費税を含む。）

【内訳】 水道事業：1,612,890千円、下水道事業：827,710千円） 3



４．包括業務委託実施に至った経緯

「宜野湾市行政診断業務委託」において、『上下水道の組織一元化及び包括
的アウトソーシング』についての提言がなされる

行財政改革の取組として上下水道の組織の一元化及び包括アウトソーシング
の推進について庁議決定

<平成２５年４月>

<平成２５年３月>

下水道事業に地方公営企業法の全部を適用し、水道局と建設部下水道課の組
織統合

<平成３０年４月>

効果的な民間活力の導入推進を重点項目とした「宜野湾市行財政改革・集中
改革方針2019』に基づき業務委託実施を決定 4



５．委託開始に向けた取組

（８月）包括業務委託実施に向けた対話型市場調査（サウンディング）の実施【６事業者参加】

（11月）石川県かほく市、福井県坂井市へ先進地視察

令和元年度

（５月）委託業務範囲、発注方法、参加資格要件等の決定

（６月）要求水準書等の資料作成開始

（８月）埼玉県戸田市、神奈川県箱根町（神奈川県執行）へ先進地視察

（12月）弁護士へ募集説明書、要求水準書、契約書等の法的精査業務委託を発注
5

（５月）経営委員会の下部組織として上下水道事業包括業務委託専門委員会（部会）を
立ち上げ

平成３０年度

＊包括業務委託専門委員 ７名
事務局（企画係）、各包括業務担当係長<業務サービス課（業務管理係、給水設備係、排水設備係）、
水道施設課（水道管理係）、下水道施設課（下水道管理係）>



６．募集公告から委託開始までのスケジュール
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4 5 6 7 8 3 49 10 11 12



７．包括委託する業務
〔料金等関連業務〕
1.水道開栓、閉栓等業務

2.検針業務

3.料金等の調定に係る業務

4.収納業務

5.滞納整理業務

6.水道メーター取替業務及びメーター在庫管理業務

7.中高層建物及び集合住宅等における各戸の検針及び

料金等徴収事務取扱に係る業務

〔水道工務関連業務〕
1.管路維持管理業務

2.施設管理業務

3.維持管理監督業務

4.台帳システム管理業務

5.水質検査業務

6.給水装置関連支援業務

7.指定給水装置工事事業者関連支援業務

8.給水装置工事主任技術者関連支援業務

〔下水道工務関連業務〕
1.管路・函渠維持管理業務

2.施設管理業務

3.維持管理監督業務

4.台帳システム管理業務

5.水質・流量調査業務

6.排水設備関連支援業務

7.指定工事店関連支援業務

8.排水設備工事責任技術者関連支援業務

9.除害施設・特定事業所関連支援業務

10.水洗化促進業務

〔共通業務〕

1.窓口・電話等対応業務

業務件数 合計26件
（内訳）
水道事業 15件
下水道事業10件
共通業務 1件
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８．包括業務委託の事業スキーム（イメージ）
宜野湾市上下水道局

特別目的会社
（SPC）

再委託可能業務

D社 E社

原則市内事業者（例）
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料金等
関連業務

水道工務
関連業務

下水道工務
関連業務

共通業務
(窓口対応等)

包括業務委託契約

公募による選定事業者グループ
（単独企業の場合あり）
※市内事業者を１社以上含むことが条件

A社

B社

C社

（例）



９．包括業務委託のメリット・デメリット

①効率的で効果的な上下水道事業の推進

②民間事業者の専門性の高いノウハウの活用

③民間事業者の最先端技術の利活用

④市民サービス及び窓口サービスの向上

⑤市民等への新たな雇用機会の創出

⑥行財政改革の推進（コスト縮減・人員削減等）

〈メリット〉

〈デメリット〉
①市内業者の直接受注機会の減少
②再委託時の低価格による発注

①再委託先は原則市内業者に限定

②再委託時は、上下水道局の事前承認が条件
（委託料の適正価格を慎重に確認）

<デメリット解消方法>
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10．委託契約の概要
１．委託履行期間及び契約額

①履行期間 令和３年４月１日から

令和８年３月31日（５年間）

②契約額 ２，３２２，４０８千円（５年間）

２．業務履行場所

宜野湾市上下水道局 １階お客様センター

３．受注者

ぎのわん水道サービス合同会社（SPC）

SPC構成企業：宜野湾市管工事協同組合、㈱第一環境、㈱沖縄水道管理センター

＊ お客様センター従業員27名
10

上下水道局 １階ロビー写真
（左側がお客様センター）



委 託 前 委 託 後 効 果 額
費 用 項 目 金 額 ( 円 ) 金 額 ( 円 ) 金 額 （ 円 ）

水

道

事

業

人 件 費 62,617,500 57,099,020 5,518,480

業 務 運 営 費 259,955,300 246,557,960 13,397,340
計 322,572,800 303,656,980 18,915,820

下

水

道

事

業

人 件 費 20,399,500 18,603,860 1,795,640

業 務 運 営 費 145,137,300 142,220,760 2,916,540
計 165,536,800 160,824,620 4,712,180

合 計 488,109,600 464,481,600 23,628,000

11．財政的効果等
①経費の縮減効果（年間）

効果額（５年） １１８，１４０，０００円
11



②職員の削減効果

・職員 42名
・会計年度任用職員15名
＊うち包括業務委託に係る職員29名（うち職員18名）
（業務サービス課、水道施設課、下水道施設課）

・職員 38名
・会計年度任用職員 4名
＊うち包括業務委託に係る職員11名(職員のみ)
（業務サービス課、水道施設課、下水道施設課）

包括業務委託により職員4名、会計年度任用職員11名の減

<令和２年度上下水道局職員数> <令和３年度上下水道局職員数>

委託後
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12．モニタリングについて
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《連絡調整会議》月次モニタリング

☆発注者

〇監理責任者

〇各包括業務担当係長

〇総務企画課企画係（事務局）

☆受注者

〇業務責任者

〇業務副責任者

〇各部門正副責任者

《運営委員会》年次モニタリング

☆発注者

〇局管理職

〇総務企画課企画係（事務局）

☆受注者

〇職務執行者

〇業務責任者

〇業務副責任者

①モニタリング会議



＊連絡調整会議の様子
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②モニタリング及び評価の主な流れ

受注者(SPC) 発注者(上下水道局)

提出

提出

検査結果の通知

月
次
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

前
年
度

評価結果の通知

業
務
履
行

年
次
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

評

価

実績評価シート

確認

月次モニタリング
シート

検査

年次モニタリング
評価シート

評価

評価 公表実績評価結果の通知

連絡調整会議（協議・個別案件）

業務報告書
（年間）

運営委員会（協議・重要案件）

業務報告書
（月間）

履行計画書

提出

業務
日報

市民満足度
調査

月次、年次
モニタリングの結果
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令和３年５月31日

市長、上下水道事業管理者、関係者によるテープカット

宜野湾市上下水道事業管理者 挨拶 お客様センター職員の皆様

お客様センター開所式



宜野湾市上下水道局

ご清聴ありがとうございました。


